
 

 

～ 日本海難防止協会シンガポール連絡事務所発SRO news ～ 

（Ref No：21－029） 

 

１ 在パラオ台湾大使の Wallace Chow氏は帰国前日、パラオと台湾の外交関係

は、太平洋の同盟国との強い結びつきを示す「最良の例」の一つだと述べ、台

湾にとって、パラオは地理的に近く、太平洋の 4 つの同盟国の中でも特に人々

の交流が最も盛んで、トップの観光地になっているだけでなく、多くの直行便

の存在は強固な医療協力を可能にしていると指摘した。また、COVID-19 との闘

いにおいても、両国間のトラベルバブルにより「コロナ安全」国同士がどのよ

うに協力できるかを世界に示すモデルになったと述べた。 

原文 

（15th October 2021, Island Times） 

 

２ パラオで JICA青年海外協力隊が１年半ぶりに再開され、３名の隊員がパラ

オに到着した。パラオはワクチン接種率の高さなど安全性が高い国として、新

型コロナにより青年海外協力隊が帰国を余儀なくされて以降、太平洋で初めて

の再開国となった。現在、JICA パラオ事務所は学校や政府省庁にニーズを調査

しており、パラオの隊員数を 30名近くまで増やしていく。 

原文 

（12th October 2021, Island Times） 

※参考：JICA HP（リンク参照） 

 

３ 海上自衛隊の練習艦「かしま」が、マーシャル諸島のマジュロ港に寄港し

た。入港時は、海上警察（Sea Patrol）がエスコートした。 

原文 

（22nd October  2021, Marshall Islands Journal） 

※参考：在マーシャル日本国大使館（リンク参照） 

 

４ アジア開発銀行は、気候変動対策として、2030 年にかけて加盟国に 1,000

億ドルを提供することを目指すことを発表した。 

原文 

（13th October 2021, Radio NZ） 

 

５ マレーシア国防相は、来月予定されている ASEAN 各国の国防相との会談が、

AUKUS 同盟に対する ASEAN 共通の対応について合意する機会になると語った。

AUKUS 同盟に対しては、マレーシアとインドネシアは強大国の地域における軍

拡競争につながる可能性があると警告する一方、米国の防衛同盟国であるフィ

リピンはこれを支持している。 

https://islandtimes.org/ambassador-chow-palau-and-taiwans-ties-is-one-of-the-best-in-the-pacific/
https://islandtimes.org/jica-volunteer-program-resumed-in-palau/
https://www.jica.go.jp/palau/office/information/event/20211011.html
https://www.mh.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00263.html
https://www.rnz.co.nz/international/pacific-news/453468/adb-to-provide-climate-financing


原文 

（12th October 2021, Reuters） 

 

６ シンガポール海峡での 10月の武装強盗事案が 20日までに 6件報告されてお

り、アジア海賊対策地域協力協定情報共有センター(ReCAAP ISC)は 21日、イン

シデント・アラートを発出した。 

原文 

（21st October 2021, ReCAAP ISC） 

  

https://www.reuters.com/world/asia-pacific/malaysia-hopes-asean-consensus-australian-nuclear-sub-pact-2021-10-12/
https://www.recaap.org/resources/ck/files/alerts/2021/ReCAAP%20ISC%20IA%2007-2021%20Sea%20robbery%20incidents%20in%20the%20eastbound%20lane%20of%20Singapore%20Strait%20(21%20Oct%2021).pdf


 

 


